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腎 癌 の 非 癌 部 に お け る ｓｔｅｒｏｉｄ ｓｕ 陥ｔａｓｅ の 発 現 に つ い て

一 組 織 化 学 お よ びｉｎｓ１ｔｕｈｙｂｒｉｄｉｚａｔ１㎝ に よ る 検 討 一

醐１１ 恵 ・ 中 沢 倶 子 ・ 相 川 英 三 （解音ヨ学 ・ 発 生 生 物 学）

西村英樹・東間 紘 （腎臓総合医療センター）

１２
．
Ｒｅｎａ互 ｓａｒｃｏ ｍ ａ

白 柳 慶 之 ・ 鬼 塚 史 朗 ・ 伊 藤 文 夫 ・ 前 田 佳 子 ・

大 島 直 ・ 木 原 健 ・ 中 沢 速 和 ・ 東 間 紘 （泌 尿 器 科）

１３． 腎 糸 球 体 内 マ ク ロ フ ァ ー ジ 浸 潤 か ら み た 小 児 期 紫 斑 病 性 腎 炎 の 検 討

木 ノ 上 啓 子 ・ 厳 部 元 史 ・ 松 永 明 ・１ 旧 洋 ・

伊藤克己 （腎センター小児科）

堀 田 茂 ・ 中 山 英 普 ・ 川 島 真 由 子 （腎 セ ン タ ー 病 理 徴 査 室）

１４
．
ＩｇＡ 腎 症 に お け る 糸 球 体 内 ＰＤＧＦ 受 容 体 発 現 と ス テ ロ イ ド 治 療 の 関 係

内 藤 隆 ・ 大 図 弘 之 ・ 新 田 孝 作 ・ 湯 械 和 子 ・ 二 瓶 宏 （第 四 内 科）

座長 久保長生 （脳神経外科）

１５
．
Ｄｙｓｅｍｂｒｙｏｐｌａｓ乞ｉｃ ｎｅリｒｏｅｐ 愉 ｅｌｉ凄１ｔｕｍｏｒ （Ｄ Ｎ Ｔ） と そ の 類 似 疾 患 に つ い て

久 保 長 生 ・ 嶋 田 幸 恵 ・ 田 鹿 安 彦 ・ 日 山 樽 文 ・ 高 倉 公 朋 （脳 神 経 外 科）

至６． 福 山 型 先 天 性 筋 ジ ス ト ロ フ ィ ー の 胎 兜 剖 検 例 ： 胎 齢２０週 に お け る 大 脳 病 変

凶 本 智 子 ・ 小 森 隆 司 ・ 柴 田 亮 行 ・ 豊 田 智 里 ・ 小 林 糧 雄 （第 一 病 翻

近藤恵理・斉藤カ日代子・大澤真木子 （小児移）

！７． 筋 萎 縮 性 側 索 硬 化 症 の 脊
髄 前 角 に お け る シ ナ プ ス の 変 化 に つ い て

佐 々 木 彰 一 ・ 谷 田 部 可 奈 ・ 近 藤 裕 美 ・ 堀 場 恵 ・

岩田 誠 （神経内科）

閉会の辞 西川俊郎 （第二病理学）

１． 費
壁 下 に 懸 垂 し た ｅｐ 舳 ｅｌｏｉｄ １ｅｉｏｍｙｏ㎜ａ

（亘ｅｉｏｍｙｏｂ１鵬ｔｏｍａ） の １ 例

（第二病理） 石山 茂・池田郁雄・

西 川 俊 郎 ・ 笠 葛 武

症 例 は８２歳 の 男 性 で， 胆 石 ・ 胆 嚢 炎 の た め 手 術 目 的

で入院した． 魍摘術中に胃体下部前壁犬弩寄りに胃壁

外 性， 有 茎 性 に 発 育 し た 腫 瘤 （大 き さ３．５ｘ４．５ｘ至．５

ｃｍ， 重 量２０ｇ）を 発 見 し 切 除 術 を 施 行 し た． 組 織 学 的 に

は腫瘤には類円形ないし多角形の腫瘍細胞の充実性で

上皮様配列を示す増殖カ書みられ，
一部に紡錘型の腫瘍

細 胞 も 認 め ら れ た． 核 分 裂 の
頻 度 は 低 く （ｍ１ｔｏｔ１Ｃ

ｉｎｄｅｘ ２－３），
低 悪 性 度 な ｅｐｉｔｈｅｌｏｉｄｌｅｉｏｍｙｏｂｌａｓｔｏｍａ

と 考 え ら れ た
．
免 疫 組 織 学 的 に は Ｖ１ｍｅｎｔｉｎ， ｍｙｏ－

ｇｌｏｂ１ｎ 那 陽 性 で， α一ｓｍｏｏ
ｔｈ ｍｕｓｃ１ｅ ａｃｔｉｎ，

ｄｅｓｍ１ｎ，

Ｓ－１００タ ン パ ク は 陰 性 で あ っ た． こ れ ら の 所 見 は 通 常 の

平滑筋腫と形態と性状が異なるもので細胞起源に論議

淡 多 い． 平 滑 筋 細 胞 の ａｂｅｒｒａｎｔ 漆 分 化 に す る と す る

Ｅｎｚｉ㎎ｅｒ ら の 説 を 否 定 し 乏 な い． ま た， こ の 腫 瘍 で は

臨床症状は潜在しかつ内視鏡的にも見出ぜないこと淡

多 い こ と カミあ り，
ま 花
，
再 発 す る こ と が あ る

．

２
．
Ｃ型慢性肝炎における細胞接着努子の発現に関

する免疫組織学的検討

（消化器内科） 谷合麻紀子・橋本悦子・

青 鹿 圭 子 ・ 石 黒 典 子 ・ 林 直 諒

（目的〕 細胞接着分子のＣ 型慢性肝炎肝組織内での

発 瑚こついて免疫組織学的手法を用いて検討した．

〔対 象 と 方 法〕互ＦＮ 治 療 を 施 行 し た Ｃ 型 慢 性 肝 炎 で，

治 療 前雀５例， 治 療 後２⑪例 （
ＩＦＮ 治 療 効 果 ： 著 効 ９ 例，

有効６例， 無効５例） から針生検にて得られた肝組織

を 無 固 定 凍 結， 薄 切 後 ア セ ト ン 固 定 し， ｉ娩 ｒＣｅｌｌｕ１ａｒ

ａｄｈｅｓ呈ｏｎ ｍｏｌｅｃｕｌｅ （玉Ｃ Ａ Ｍ）一１，
ｌｙｍｐｈｏｃｙｔｅ－ｆｕｎｃ乞ｉｏｎ

ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ａ 鮒 ｇｅｎ（ＬＦＡ）一１，
ＣＤ 刎 に 対 す る マ ウ ス モ

ノクローナル抗体を一次抗体として酵素抗体問接法に

て 免 疫 染 色 を 行 っ た．

〔結 果〕ＩＦＮ 治 療 前， ＩＣＡＭ－！は 劃 こ壊 死・炎 症 部 位

の 肝 細 砲 膜 上 に， ＬＦＡ－１は 浸 潤 リ ン
パ 球 に， ＣＤ些４は 浸

潤 リ ン パ 球 と Ｋｕｐｆｆｅｒ 細 胞 に 発 現 を 認 め た．
ＩＦＮ 治 療

後， 著 効 群 で は こ れ ら の 発 現 は 著 明 に 減 弱 し， 無 効 群

で は 変 化 を 認 め な い 例 が 多 か っ た．

３
．
幼若巨核芽球の出現を主体とじ ＭＤＳ様所見を

＿ ２８８ 一




